
●利用者負担の軽減について 

利用者負担が過重にならないよう、所得に応じた区分により次の措置が講じられています。 

 

＜特定入所者介護サービス費（補足給付）＞ 

介護保険施設入所者等の人で、所得や資産等が一定以下の方に対して、負担限度額を超えた居住費と食費の負担額が介護保険から支給されます。 

なお、特定入所者介護サービス費の利用には、負担限度額認定を受ける必要がありますのでお住まいの市区町村に申請をしてください。 

 

 

 

 

 



負担限度額は所得段階、施設の種類、部屋のタイプによって異なります。 

 

＜高額介護サービス費＞ 

月々の利用者負担額（福祉用具購入費や食費・居住費等一部を除く。）の合計額が所得に応じて区分された上限額を超えた場合、その超えた分が介護保険から支給されます。 

支給を受けるためには、市区町村に申請することが必要です。 

 



＜高額医療・高額介護合算制度＞ 

同じ医療保険の世帯内で、医療保険と介護保険両方に自己負担が生じた場合は、合算後の負担額が軽減されます。決められた限度額（年額）を 500円以上超えた場合、医療保険者に申請をすると

超えた分が支給されます。 

 

 


